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市
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三鷹風景百選



字名にみる三鷹の成り立ち（由来）
　三鷹と称するようになったのは、明治22年（1889年）に遡ります。現在の字となっている名称には、様々に歴史・由来があります。
そうした事を知ることで市民のみなさんがお住まいの地域や三鷹のまちがこれまでと違ったかたちで見えてくるかもしれません。
※字名には、諸説あり明確に根拠がわからないものがあります。ここでは、一例としてご紹介させていただきます。

三　鷹 　三鷹と称するようになったのは、三鷹村（明治22年（1889年））
がはじまりです。
　村の名は、野方領・世田谷領・府中領の３領にまたがるかつての
鷹場の村々が集まった事に由来するとされています。

井の頭
井の頭

　井の頭の名は江戸時代、徳川家光が鷹狩りにこの地に立
ち寄り、湧水がほとばしるように出ているのを見て、“井の
頭”と命名されたと伝えられています。井の頭は、こうした
江戸時代から江戸市民の行楽地として親しまれてきた井の頭
池（公園）を中心とした住宅地域で、昭和40年（1965年）
２月１日、それまでの牟礼から独立し、井の頭として住居表
示を実施した地域です。

牟　礼

牟　礼

　“牟礼”の由来は明らかではありませんが、特に、九州、
西日本に多く見られ、７世紀頃に渡来した氏が住む地域の
名につけられた例が多く、小高い丘陵を指した名であると
いう説などがありますが、定説はないようです。

上連雀

上連雀

　上連雀村は、下連雀村（神田連雀新田）より少し遅れて、
開発され、神田連雀新田と地続きであったことから連雀前
新田といいましたが、下連雀村と同様に、享保の頃、連雀
前新田が上連雀村と称されるようになったとされます。

深大寺

深大寺

　深大寺は、井口と野崎の間に挟まれた地域で、江戸時代、
井口新田の開発と同年代（享保年間）に武蔵野新田の一つと
して開発された地域です。名刹深大寺のある旧神代村の飛
地として開発された地域であることから名が付けられました。

井　口

井　口

　井口は、江戸中期、上連雀村を開発した井口権三郎が上
連雀村に続いて新田開発をした地域で、おそらく享保年間
（1716～ 35年）頃の開発による武蔵野新田の一つと思わ
れます。井口新田の名は、開発を行った井口の姓をつけた
ものといわれています。

野　崎

野　崎

　野崎の名の由来については定かではなく、一説によると
平安時代の武士団の野与党の子孫の野崎光員が多摩郡野
崎を領したことから野崎と称するようになったともあります
が、定説ではありません。

人見街道

連雀通り

大　沢

大　沢

　湧水により水がたくさん出るところから大沢と称するよう
になったとされます。

北　野

北　野

　北野は、寛文年間（1661～ 72年）に下仙川村の村民が
開発した地域で、その頃は“原仙川村”と称していたといわ
れ、元禄８年（1695年）の元禄検地を行ったころ“北野村”
として一村をなしたとされます。北野の由来については、“も
とよりここは、下仙川村の北にあたり、但原野打続きたる処
なれば、ただちに村をば北野と名付けたり”とあります。

新　川

中　原

　新川は、明治７年（1874年）に上仙川村と野川村が合併
して誕生したいわゆる“明治新村”です。三鷹村成立の折、
大字新川となり、その後、中仙川の一部、北野の一部を編
入して現在の新川となりました。

中　原

新　川

　中原の名は中仙川村の中央部に広がる原野を指して名
づけられました。
　仙川は上仙川村（現在の丸池、杏林大学一帯）内の“千
釜といわれる湧き水からはじまる”とされます。いつ上・
中・下の三仙川になったかははっきりしないようです。
　新住居表示実施の際、「中原」が町名として使われるよ
うになりました。

下連雀

下連雀

　明暦３年（1657年）１月に起きた江戸の明暦大火（別名：振り袖火
事）で幕府の命令により江戸神田連雀町の被災者の替え地として、万
治元年（1658年）に連雀新田として開墾されたことから始まります。
連雀の名称は江戸神田連雀町の住民の開墾した土地ということに由
来します。連雀村の連雀とは、小板を使った背負い梯子を“連雀”と
いい、江戸神田にその職人仲間が住んでいた町を連雀町といったと
ころから呼ばれるようになったとする説もあります。
　享保の頃、新田開発の進捗とともに、神田連雀新田が下連雀村と
称されたとされています。
　上・下連雀の“上”・“下”は京都（朝廷）に近い方を“上”と称し、
江戸方に近い方を“下”と称したことによるもので、その他の地域で
も上宿、下宿などの名称は同様です。

※出典
三鷹市史補・資料編（三鷹市発行）
三鷹の民俗（三鷹市教育委員会発行）

人見街道 　『新編武蔵風土記稿』によると、人見街道は“甲州街道の裏道にして則江戸への往来なり”と記載されていま
す。人見街道は府中市浅間町(江戸時代の人見村)に通ずるということから“人見街道”と名づけられましたが、
“中野通り”や“甲州裏通り”とも称されます。さらに『三鷹の民俗』の中で、大沢では人見街道は中野通りや、
府中街道とも呼ばれたと記されています。

連雀通り 　『新編武蔵風土記稿』によると、下連雀村、上連雀村を東西に通過する道路は“連雀通り”と記載されていま
す。江戸期に、通りを軸とした連雀村の開村が行われました。その連雀村の延長上に上連雀村や井口新田が
形成されていきました。連雀通りは井口新田～上連雀～下連雀～牟礼へと続く江戸往還で、三鷹の江戸期の
代表的な道路です。現在も”連雀通り”と呼ばれますが、他にも小金井街道、久我山街道とも呼ばれています。



地形と豊かな植生、

そこで生息する生物による風景・景観

農のなりわい、

自然を補完する土面の風景・景観

歴史を感じる風景・景観、文学が生ま

れる土壌となった風景・景観

まちの骨格の風景・景観、商店街のに

ぎわいなど、人の営みや活気の風景・

景観

まちの中に点在する風景・景観、

コミュニティの象徴となる風景・景観

⑤コミュニティの

　風景・景観

④活動の風景・景観

①自然の風景・景観

②農の風景・景観

③文化の風景・景観

三鷹らしい風景・景観づくりに向けて

　私たちが目にする風景・景観は、地形や植生がつくりだす自然の風景・景
観を基盤に、自然の恵みとしての農の風景・景観が生まれ、そこに、歴史や
文化の風景・景観が刻まれ、さらに人々の営みから生まれる活動の風景・景
観が展開され、かたちづくられてきたものです。それらが折り重なる風景・景
観と、私たちひとりひとりが出会う中で心の風景・景観を育み、そして、かけ
がえのない地域固有の風景・景観として認識することができます。
　これからのまちづくりでは、この５つの風景・景観要素を大切にして、三鷹
らしい風景・景観づくりに取り組みます。

～５つの風景・景観構成要素～

地域の方々が大事に
育んできた人々の心に残る
身近な原風景です。

人々の営みや
活気の現れる活動の
風景・景観です。

歴史、文学、
学び、芸術などの
風景・景観です。

江戸時代の開墾以来、
三鷹の原風景であり、
自然を補完する

大地の風景・景観です。

地形、植生、生物によって
構成され、三鷹の基盤となる

風景・景観です。



風景・景観づくりの展開イメージ（案）

凡例凡例
里・緑の拠点

活動（まちづくり）
の拠点
河川

古道

都市軸

　三鷹のまちの骨格を形成する里・緑の拠点、活動（まちづくり）
の拠点、河川、古道、都市軸などについては、その特性を捉え、
三鷹らしい風景・景観づくりに取り組みます。
　それ以外の地域についても、風景百選でご応募いただいた風
景などは未来に残せるように、市民のみなさんと一緒に風景・
景観づくりに取り組みます。
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連雀通り連雀通り
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東八道路東八道路



三鷹風景百選とは
　三鷹風景百選の取り組みは、三鷹市が平成22年11月3日で市制施行60
周年を迎えるにあたり、市民のみなさんとこれまで歩んできた三鷹のまちを振
り返り、三鷹の素晴らしさを再発見し、未来のまちづくりに役立てるために、
市制施行60周年記念事業として実施し、たくさんの風景写真とともにコメント
をご応募いただきました。
　この取り組みを通じて、市民のみなさんの三鷹への深い愛情や未来への希
望などを伝えていただきました。

　三鷹風景百選の選定にあたっては、市民のみなさんからご応募いただ
いた風景を基本としつつ、三鷹市にとって大切な風景や今後積極的に三
鷹らしい風景・景観づくりに取り組む地域などを加え、今回の三鷹風景
百選としました。

平成23年2月9日～11日
全応募風景写真展示会

平成22年8月1日～平成23年1月11日
第２次募集

平成22年8月6日～9月24日
市内各コミュニティセンター展示会

平成22年6月1日～7月31日
第１次募集

概　要

三鷹風景百選選定の考え方



三鷹らしい風景・景観づくりに向けて
～協働の仕組みづくり～

　三鷹らしい風景・景観を実現するためには、市民のみなさん、事業者の方々
と市が積極的に風景・景観づくりに取り組む環境を整える必要があります。
　これからのまちづくりでは、市民のみなさん、事業者の方々と市が、風景・
景観づくりを行うための協働の仕組みづくりに取り組むとともに、その成果を
共有できるシステム構築に向けて検討を進めてまいります。

○事業所などの緑化・ビオトープづくり

○援農ボランティア

○地域資源としての事業者・資産の PR

○住民や活動団体と事業者の取組のコーディネート

○協議による風景・景観の質の向上

○一人協定などの協定づくり

　( ディベロッパー )

○生産緑地地区の指定等 ( 農家 )

○協議による風景・景観の質の向上

　( ディベロッパー・建築家 )

○活動の支援・参加の場づくり

　( まちづくり・教育・文化 )

○資源の認定

○協働による風景・景観づくり

○計画策定・運用による風景・景観づくりの推進

○個々の建築の建て替えや

　活動を通じた風景・景観づくり

市

住 民

○個々の事業を通じた

　風景・景観づくり

まち
づくり農業

農家・JA

ディベロッパ ・̶
建築家

観光

環境

… …

事業所…

事業者

市・住民・事業者の協働の関係イメージ

〒１８１ー８５５５ 三鷹市野崎１ー１ー１
TEL：０４２２ー４５ー１１５１（２８６２）FAX：０４２２ー４６ー４７４５
E-mail：machidukuri@city.mitaka.tokyo.jp　

平成23年3月　発行

三鷹市都市整備部まちづくり推進課


